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調査・報告

はじめに
北海道においては畑作経営の大規模化が進展する

一方で、投下労働時間が相対的に長いばれいしょの

作付面積は減少傾向にある。でん原ばれいしょのそ

れも、2005年に18064ヘクタール（ha）であっ

たものが、20年には15473haと15％弱減少して

いる。北海道の畑作経営は小麦、豆類、てん菜およ

びばれいしょを中心とした輪作を実施している。従

って、でん原ばれいしょが安定的に確保されるため

には、大規模経営の中の輪作作物として、でん原ば

れいしょが10ha以上安定して作付けされることが

重要である。以下では、道東畑作地帯の農業協同組

合（JA）における畑作経営の規模別の経営展開の

特徴を踏まえて、経営耕地面積による作付作物の違

いに注目するとともに、大規模経営におけるでん原

ばれいしょの位置付けの方向性を検討する。

１　畑作経営の規模分布と土地
利用

調査対象JAにおける畑作経営の規模分布を図１

に示した。畑作経営の平均経営耕地面積は44ヘク

タール（ha）であり、最頻値（モード）は30～40ha

層であったが、40～50ha層にもほぼ同数の経営体

が分布している。また、50～60ha層にもこの２階

層に次ぐ経営体数が分布しており、平均経営耕地面

積の前後に多くの経営が集中していることが分か

る。一方で、60ha以上の経営は１割強であり、道

東畑作地帯以外の地域を対象とした三宅（2023）１）

が指摘したように、調査対象JAにおいても60ha

以上への展開は著しく進んでいるわけではないこと

が分かる。

【要約】
北海道の畑作においては、加工用ばれいしょの作付けは漸増しているが、でん粉原料用ばれいしょ（以
下「でん原ばれいしょ」という）は必ずしも増加していない。一方で、でん原ばれいしょは、加工用ばれ
いしょに比べて省力的な生産体系や比較的少ない機械投資額といった特徴を持つとともに、近年は販売価
格の上昇などの利点もあり、家族労働力が限られる大規模経営に合致しやすい特徴を持つ作物である。今
後の生産振興には、単価向上や省力技術の普及を進めることにより、大規模経営において10ヘクタール
以上のでん原ばれいしょを安定的に作付けできる条件を整備することが重要である。

畑作経営の大規模化と
でん粉原料用ばれいしょの位置付けの特徴
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図２には、経営耕地面積階層ごとのばれいしょの

平均作付面積と、そのうちのでん原ばれいしょの平

均作付面積、図３には、経営耕地面積に占めるばれ

いしょおよびでん原ばれいしょの作付割合を示し

た。ばれいしょの作付面積は経営耕地面積の拡大に

伴い比例的に拡大している。その結果、経営耕地面

積に占めるばれいしょ作付けの割合はおおむね25～

30％の間に位置している。一方、でん原ばれいしょ

に注目すると、70ha以上の大規模経営において、

ばれいしょ平均作付面積とでん原ばれいしょ平均作

付面積の差が大きくなっており、経営耕地面積に占

めるでん原ばれいしょ作付けの割合は10～15％の

間に位置している。すなわち、大規模経営において

加工用ばれいしょ生産を行う経営が一定数おり、ば

れいしょ作付面積の拡大ほどにはでん原ばれいしょ

作付面積が伸びていないことが分かる。
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図２　経営規模別のばれいしょおよびでん原ばれいしょ平均作付面積（2025年）

資料：調査対象JA資料を基に筆者作成
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図１　調査対象JAにおける畑作経営の規模分布（2025年）

資料：調査対象JA資料を基に筆者作成
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次に、規模の変化について、2019年における規

模分布を図４に示した。図４では、規模階層ごとに

25年時点の経営耕地面積の変化（離農、経営耕地

面積の縮小、同維持、同拡大）を示している。この

図４からは、離農は40ha未満の経営を中心に生じ

ていることが分かる。経営耕地面積の維持および拡

大については、50haまでの階層の約半分の経営体

が19年と同じ経営耕地面積を維持しており、２～

３割の経営体は25年までに面積が拡大している。

大規模化に注目すると、40ha以上の一部の経営体

が拡大することで60ha以上へと展開している。こ

れらの動向から、40ha未満の中小規模の経営体が

減少する一方で、残る経営体が離農者の農地を吸収

することで大規模化が進展しているものと推測され

る。
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図３　経営耕地面積に占めるばれいしょおよびでん原ばれいしょ割合（2025年）

資料：調査対象JA資料を基に筆者作成
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図４　経営規模分布（2019年）および経営耕地面積の変化（2025年時点）

資料：調査対象JA資料を基に筆者作成
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また、規模別の土地利用の状況については、19年

と25年の二つ時点を図５、図６に示した。図５を

見ると、経営規模の拡大に伴って、小麦やてん菜の

作付面積は比例的に拡大しているが、でん原ばれい

しょおよび他の用途のばれいしょを含めたばれいし

ょ全体では、15ha前後で推移している。図６では、

小麦やばれいしょの作付面積は比例的に拡大してい

るが、てん菜については、近年のてん菜を取り巻く

情勢が反映され、ややてん菜の面積が伸び悩んでい

る。また、ばれいしょ全体の作付面積は、規模階層

の上昇に伴い拡大しているが、でん原ばれいしょは

必ずしも増加していないことが分かる。70ha以上

の大規模経営において、加工用ばれいしょや豆類が

増加しており、一部の大規模経営においては、でん

原ばれいしょから作付けがシフトしていると推測さ

れる。

２　でん原ばれいしょの作付け
状況

上記のようにさまざまな規模の経営が存在するこ

とから、畑作経営の経営耕地面積とでん原ばれいし

ょ作付面積により畑作経営を類型化して整理する。

経営耕地面積を三つの階層に分け、さらに各階層で

のでん原ばれいしょの作付面積を０～５ヘクタール

（ha）、５～ 10ha、10ha以上の３区分に分けた九

つの類型で集計を行った。九つの類型に分けた上で、

でん原ばれいしょ作付経営数の全畑作経営数に対す
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図５　経営規模別の土地利用（2019年）

資料：調査対象JA資料を基に筆者作成
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図６　経営規模別の土地利用（2025年）

資料：調査対象JA資料を基に筆者作成
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る割合を図７に示した。でん原ばれいしょ作付経営

数の割合が最も多かった類型は、経営耕地面積40

～ 60haかつでん原ばれいしょ作付面積10ha以上

の類型である。次いで、40ha未満階層の同５～

10haと同5ha未満が続いた。60ha以上の階層で

10ha以上でん原ばれいしょ作付経営数の割合は、

全体の９％であった。このように、調査対象JAに

おいては、でん原ばれいしょの生産は中小規模経営

を中心に取り組まれていることが分かる。図８は、

同じ９類型において、各類型に占めるでん原ばれい

しょ作付面積の割合で示したものである。でん原ば

れいしょの作付面積が最も大きい類型は、経営数と

同様に経営耕地面積40～60haかつでん原ばれいし

ょの作付面積10ha以上の類型である。また、次い

で大きいのは、40ha未満の階層のでん原ばれいし

ょ作付面積５～10haであり、こちらも同じ傾向で

あった。一方で、この類型とほぼ同じ割合を占めた

のが、60ha以上の階層で10ha以上でん原ばれい

しょを作付けする類型であった。40ha未満階層の

同5ha未満の階層は、５％にとどまった。でん原ば
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図７　経営耕地面積階層とでん原ばれいしょ作付面積による類型化に見る
	 でん原ばれいしょ作付経営数割合（2025年）

資料：調査対象JA資料を基に筆者作成
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資料：調査対象JA資料を基に筆者作成
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れいしょの作付けは中小規模経営を中心として営ま

れている一方で、でん原ばれいしょの作付面積とし

ては、経営体当たり10ha以上作付けしている経営

が半分以上を占めている。従って、でん原ばれいし

ょの生産振興においては、経営耕地面積が平均規模

以上で、でん原ばれいしょを大規模（10ha以上）

作付けする経営が、今後も一定数安定して存在する

ことが重要な視点になると言える。

そこで次に、９類型における作付作物の状況を確

認する。９類型における土地利用について、畑作４

品を中心に各類型の平均作付面積を図９に示した。

各経営規模階層のでん原ばれいしょ作付面積5ha未

満の類型において、でん原ばれいしょ以外のばれい

しょ生産を行っていることが分かる。でん原ばれい

しょを生産していない、または作付面積が小さい経

営においては、ばれいしょ生産を行わないのではな

く、加工用などのばれいしょ生産が選択されている

ことが指摘できる。

60ha以上の経営においては、60ha未満の経営と

は土地利用の傾向がやや異なっていた。経営耕地面

積60ha以上ででん原ばれいしょ作付面積が5ha未

満の経営においては、加工用などのばれいしょが生

産されているとともに、豆類の作付けが多いことが

分かる。てん菜の作付面積も、60ha以上の他の２

類型よりもやや小さいことが確認される。また、図

には示していないが、てん菜の直
ちょく

播
は

栽培はでん原ば

れいしょが5ha以上の経営においてより大きい傾向

がある。従って、60ha以上の層においては、１）

てん菜の直播栽培も活用しつつ、でん原ばれいしょ

を中心に作付けする経営と、２）加工用などのばれ

いしょと豆類を多く取り入れでん原ばれいしょは非

選択的な経営―の二つの方向性があることが推測さ

れる。

３　でん原ばれいしょ生産の特
徴と展望

調査対象JAへの聞き取り調査から、でん原ばれ

いしょ生産の特徴と今後の展望について整理する。

でん原ばれいしょを取り巻く生産概況として、加工

用ばれいしょが拡大する一方で、てん菜とでん原ば

れいしょが縮小しているとされた。でん原ばれいし
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図９　経営耕地面積階層とでん原ばれいしょ作付面積による類型化に見る
	 土地利用の状況（2025年）

資料：調査対象JA資料を基に筆者作成
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ょが減少している要因として、でん原ばれいしょを

生産する農家の離農の他に、大規模経営を中心とし

て、小麦や大豆を汎用コンバインで収穫しつつ、高

収入を期待して加工用ばれいしょを選択する経営が

現れていることがあるとされる。

でん原ばれいしょの作付経営の特徴としては、秋

まき小麦の前作作物として位置付けられていること

に加え、加工用ばれいしょを生産する場合と比べて

収穫機への投資額がより大きいことから、投資額を

抑制したい経営が多いことが指摘された。また、そ

の中でもでん原ばれいしょを10ha以上作付けする

経営の特徴としては、経済状況が良好な経営が８割

以上を占めること、夫婦プラス他の世代の家族１名

のように家族労働力が３人以下の経営が多いことが

指摘された。従って、現状において家族労働力に一

定の制約がある一方で、経営状況が比較的良好であ

り、収益をより向上させる必要がないことが、従前

通りでん原ばれいしょの生産を継続させていると考

えられる。対照的に、加工用ばれいしょの面積が大

きい経営は、家族労働力が３～４人確保されている

経営や経営主が若い経営が多いとされ、秋まき小麦

の前作に野菜も生産することで、早生品種による加

工用ばれいしょの生産を抑制する対応がされている

とされた。

道東畑作地帯で見られる加工用ばれいしょのオフ

セットハーベスタは、労働生産性の向上を可能とす

る有効な手段となっているが、でん原ばれいしょの

生産体系は、４畦のカッティングプランタの利用が

拡大していることや、でん原ばれいしょ用のオフセ

ットハーベスタの普及も始まっており、現状におい

ても省力的な生産に適した作物である状況は変わら

ないとされた。

でん原ばれいしょ生産の課題として単価が挙げら

れた。他用途のばれいしょに比べて、「単価が低い

イメージ」があるとされる。ただし、近年はでん原

ばれいしょの単価が上昇していることもあり、気候

などの影響で加工用ばれいしょの単収や品質が低下

する場合があることなどを踏まえ、でん原ばれいし

ょで高収量を実現すれば、収穫時に多くの労働力や

収穫委託、あるいは高額の収穫機の導入を必要とす

る加工用ばれいしょと比べ、経済的なメリットは十

分あると判断する経営も多いとされた。従って、で

ん原ばれいしょの生産性を高位安定させることによ

り、省力性と一定の経済性を両立する経営の存立が

期待される。

おわりに
北海道の畑作経営において加工用およびでん原ば

れいしょは重要な輪作作物である。農家戸数の減少

と大規模化が進む中で、土地利用の傾向は中小規模

経営と大規模経営とでは異なると考えられる。大規

模化と家族労働力の縮小がともに進む中で、でん原

ばれいしょは相対的に省力的な生産が可能であるこ

とから、畑作経営にとって重要性が高まっている作

物であると考える。でん原ばれいしょの生産振興を

図る上では、調査対象JAにおける生産状況の分析

結果からも、大規模経営においてでん原ばれいしょ

を多く生産できる環境を整備（他用途と比べた経済

性の確保、さらなる省力技術の開発・普及など）す

ることが重要になると言えるだろう。
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